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くはじめに>名古屋大学附属病院の集中

治療榔は ICU周病床 7床と救急用病床 l床の

合計 8床で運営されており、年間約 700名

の患者が収容される.本院全体の稼働病

床は 875床である.人工呼吸様の管理は I

CUにおい ては臨床工 学技 師 l名 がセ ッ トア

ッ プ、保守点 検等を 行 っ てい る。 病棟全

体の人工呼吸器の数は病棟 11台、 ICU15台

であり、合計 26台ある.現在は病棟別に

人工呼吸擦の管理及ぴ運営がなされてい

る。

<方法>1989年から 1991年の 3年間につい

て名古屋大学附属病院における人工呼吸

器の使用状況を ICUと病棟に分けて集計を

行い、 人工呼吸器の中央管理の合理性に

関して検討を加えた。

<結果>院内人工呼吸器の 1日平均使用台

数は 1989年は ICUで 5.2台、病棟で 2.4台で

あった 1990年は ICUで 4.5台、病棟で1.

7台であった o 1991 年は ICUで4.2台、病棟

で 3.4台であった. 一方、 1日当りの最大

使用台数は 1989年は ICUで8台、病 棟で 6台

であ っ た。 1990年は、 ICUで8台、 病棟で

7台であった o 1991年は、 ICUで 9台、病棟

で8台であった。 また、 3年間で l日の使用

台数を見ると、 l日7台が 253日で最も多か

った。病院全体での 1日最大使用台数は 1

6台という日が l目だけあった。 また、 89

年~ 91年の 3年間の人工呼吸器Eの修理費に

かかった修理金額(オーバーホールを除

く)は、病棟が 173万円であった o 1 CUは

12.3万円であった。 1年毎の平均使用台数

を見てみると、 89年は ICU5.2台、 病棟 2.

3台、例年は ICU4.5台、病棟1.7、 91年は

ICU4.2台、 病棟 3.4台で ICUが減っている

のに対し、 病棟は逆に増加していた o 19 

91年に病棟での人工呼吸器の使用台数が

多かったのは、 MRSA感染等で ICUを退蜜し

た患者が、長期間病棟で人工呼吸器を使

用する機会が増えたことが原因と思われ

た。

<考察 > 名 古屋 大 学病 院 に お いて人工 呼

吸器の管理は、 各病 棟 と ICUとで分けて行

っている。病院全体で考えると必要以上

の人工呼吸器を持っと、維持費、修理費

がかかる.病棟別の人工呼吸器管理では

予算執行上の無駄が多く保守点検でも問

題を残している為、人工呼吸器の管理に

関しては、人員増加を伴った中央管理シ

ステムの構築が医療の質的向上のため必

要と恩われる。




